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はじめに

学校現場において校長として実践してきたことをもとに考える｡筆者が教育改革の｢波｣

を被ったのは,平成 14年～ 15年新潟県中蒲原郡横越村立 (現新潟市立)横越小学校長,

平成 16年～ 19年新潟市立鏡淵小学校長を務めた時期である｡それは,前学習指導要領

の宗全尖施のあたりから,中央教百番 .議会が教育の構造改,171･Iをうたい,教子柚'L生会議が次々

と提言を出し,教育基本法や関連法が改正されるという時期にわたる｡

教育改革と称される国の動きや伴う県 ･市町村の動きを受け,学校としてどう動き出す

か｡このことについて校長の判断による部分が大きいという実感がある｡学校は法をもっ

て改革を迫られるという形の ｢波｣を被るが,実際には必ずしなければならないものと努

力するものとがあって,具体的な受け止め方,解釈に幅ができる｡学校としての実質的,

異体的な対応は校長の判断によるので,校長によって ｢波｣の被り方はいろいろあるとい

うことになる｡この ｢いろいろある｣ ことこそ教育改革のねらうところではないか｡

すなわち,各学校が動き出す際の裁量の余地を大きくし,自己責任つまり結果責任 ･説

明責任を担保に,創造的な教育活動や特色ある学校づくりが進むことを促すこと｡これが

ねらいではないか｡責任を持て,ならば創造を与えようということではないか｡これなら

元気が出るO正l恒こ 言えば,そうでも考えない とやっていられない,という気持ちもある｡?

のわくものが混じった施策や提言が矢継ぎ早に降ってくる状況はなかなかなのである｡

さて,校長は学校づくりのビジョンを持っている｡筆者の場合なら,学校の全資源 (こ

れまでの資産,地域 ･家庭,職員,子ども)を生かして,質の高い教育を創り,子どもと

職員を輝かせることである｡そのために学校改革を断行しなければならないところが多々

あるOここに教育改革の動きを生かすのである｡｢波｣を被ることでビジョン実現の方向

を活性化するのである｡願う方向にある ｢波｣には積極的に乗る｡そうでないものはどう

するか｡叱ちれない鋸度に乗る｡ 教育改判こ対し ｢攻める｣でのぞむのであるO

このように校長が教育改革を受け止め学校改革を断行しようとするとき,その願いや方

向 ･方針を具体化し,実質の内容を編み出し,軌道に乗せる役が教務主任である｡
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1.教務主任の位置と一般的な役割

学校教育法の改正により ｢主幹教諭｣が生まれたQ校長等を助け,命を受けて校務の一

部を整理するとともに,規範･生徒の教習等をつかさどるとされる｡先の役は主樺教.諭に

なりそうだが,各都道府県によって職種化されたりされなかったり様々である｡都道府県

や市町村レベルでも｢いろいろある｣｡教育改革の進み具合からも地方の時代の実感がわく｡

ここで,一通りの教務主任の業務を概観する.教務主任は校長･教頭 (先の法改正で ｢副

校長｣も生まれた6-これも実態は様々である)とともに ｢三役｣と呼ばれるo

筆者なりに整理すると,校長の命を受け,主に次の5つの仕事を進めている｡

① 教育課程編成･実施･評価の ｢元締め｣,カリキュラム･マネジメントの推進者である｡

職iiでは敢抜けて多く企両君を作成している｡全学級の授業の進展l土合を見渡し,円滑

に進むための支援をする｡学校行事など主な教育活動の計画,準備,実践 ･運営から評

価までリードする｡近年,説明責任の ｢波｣の中で教育活動の評価にかかわる業務が大

幅に増え,管理職の配慮が必要な事態になっている｡また,教頭との連携の下で活動に

関する ｢ひと･もの ･場所｣を調達するとともに,教育活動に関する校長の意思具現化

のマネージャーを務める｡かくして学校改革の最前線に立つことになる｡

② 人的な環境づくりを担う｡ 教頭と連携するものが多い｡教育活動や研修活動のための

協働体制づくりをするO教職Hのモラールを高めたり,教職日岡の点)it疎通を図ったり,

人間関係を調整したりする｡職員に一一番近い ｢三役｣として管理職と他の主任や各職員

とのパイプ役となって声をかけ,相談にのり,助言し,意欲を醸し出すのである｡校長

の学校改革への意欲が職員の意欲へと広がるかどうかに決定的な影響を及ぼす｡

この教務主任をそばで支え,尻をたたく役が教頭である｡

③ 学校と学校外とのパイプである｡PTA活動の事務局を務めることが多い｡常設の窓

口として家庭や外部からの問い合わせを最初に受け止める役である｡クレームや重要度

の高い事柄になれば教頭に回す｡筆者は地域住民対応を教頭,保護者を教務主任にした｡

④ 職員会議など会議の設営と資料の取りまとめを行う｡ このあたり,いかにも裏方であ

る｡

･'_5:)学校実務処理のマネージャーを務めるO事務職員,教頭と連携し,多量の事務をこな

している｡処理の遅れがちな教拓主任だと,あちらこちらから叱られることになる.,

教務主任は,教頭と-∴-.を争う仕事量をこなし,さらに授業も相当数担っているの

である｡

ヽ

2.教務主任に被さってくる軟骨改:･'riの波

被さってくる ｢波｣について,･校長として願う方向と合っていると判断したものが4つ
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ある｡1つは ｢学校評価｣である｡学校は結果責任 ･説明責任を求められるという流れか

ら｢引く｣ことはできない｡これは法の強制というより時代の要請だと受け止めた｡また,

教育に責任を負い果たすことに一層の工夫や努力をすることは,学校づくりのビジョンで

ある ｢質の高い教育を創る｣ための学校改革に直結する｡改革の柱にしようと考えた｡そ

うとなれば損極的に攻める｡飢餓マネジメントを取り入れ,大いにPDACAサイクルを

活用することにした｡

2つ目が ｢学校を開く｣である｡説明責任の果たし方として透明性を高めるためでもあ

るが,それ以上に地域がとても温かく協力的だというよさ,教育資源の高さを考えた｡働

きかければ,地域の教育力を生かした ｢学校と地域とともに子どもを育てる｣道が豊かに

開かれるに違いないと判断した｡地域とともに歩む学校という特色化を図るために,大い

に開く方向で学校改革を進めることとした｡

こうつIlと4つHは,教職月という習酢を生かす方向である｡まず,障雷のある子どもた

ちにかかわる指導力の高い人材が豊かである｡言語指導･難聴指導の通級教室があったO｢特

別支援教育｣を開発,充実する改革を考えた｡さらに,今後大きな流れとなってくる発達

障害や学習障害に対応するために特別支援学級や発達障害通級指導教室を開設 ･設置する

動きを起こすことも考えた｡そして,4つ目｡通常の学級においても志の高い熱心な職員

に恵まれていることを生かすO指導要領の改訂や学力向上を求める動きに向かって｢研究･

研修｣を充実させ,先駆的実践で成果を出し,世に問うという発信力を高める改革を考えた｡

この4つの方向に向かって学校を ｢進化｣させるために学校改里を進める｡これが教育

改革の ｢波｣を積極的に受け止め,改革 ･改善を進めることと同じになるので,職員に時

代を先駆けて歩む実感がわく｡ こうして,子どもの学力を高め,心を育て,一人一一人が輝

く教育が具現することを目指す｡また,その努力をすることによって職員が資質能力を高

め,一･一人･-リ＼が輝くことを目指すのである｡

以上のような方針を異体的な教育活動にまで具体化し,具現に向かう動きの推進役が教

務主任である｡ どのような動きで主導したかについて具体的に説明することは難しいOこ

こでは ｢学校.評価｣(,S,Ii'黒貢任 .謂別貢任)と ｢学校を聞く｣の頃日をあげ,活動の概要

を述べるにとどめる｡

(1)学校評価 (結果責任 ･説明責任)

ど,i,教育灘鋸 ･灘イ酎 β会を閃き,校長が方針を硯別する,それを受けて作業に入り,学校
教育全体のグランドデザイン (学校教育ビジョン)を作成する｡学力育成 ･心の育成 ･

体力育成 ･ニーズに応じた支援 (特別支援)の4本柱‖達成目標や方策を示した｡

19年度は新潟市指定 ｢オンリーワンスクール事業｣も図に含めた｡(資料 1参照)

② 上記4つの柱と指定事業 (ひだまりプロジェクト)についてPDCAサイクルで評価

するため ｢学校評価PDCAの全体計画｣を作成した｡月別 の活動計画や評価主体 ･調

査対象を-一覧にした｡学力調査やアンケート調査実施時期,結果公表時期が分かるよう
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になっている｡(資料2参照)

告.以上の内容をもとに,各分掌が担当の活動について異体的な方策を説明したパンフ

レット (鏡淵小学校の教育プラン)を作成した｡｢確かな学力の定着を目指します｣な

ど事業内容を説明といわゆる ｢学校要覧｣から成る 13頁の冊子である｡これを子ども

が通学するしない にかかわらず,地域の全世帯 (約3,000戸)に配布した｡

宜t,また,PTA総会の日に ｢学校の教育説明会｣を開催し,パンフレットを読んでもら

いながら,各担当のプレゼンテーション,質疑応答,意見交換を実施した｡このような

顔と顔をつき合わせる懇談会形式の説明会は,意思の疎通を図るうえで大切である｡

丁丑 以上までがP (計画)の段階である｡ここからn (実施)に入り,計画にしたがって

節目節目に職員,子ども,保護者アンケート調査を行った()地域住民として学校評議員

に会合を開いて説明し,意見をいただく形で外部評価を行った｡C (点検 ･評価)の結

果については,その都度,適切な相川を考えながら結 果･分析 ･改.:I'i策を揃えて公表す

るようにした｡

また,秋には3会場で夜に ｢地域懇談会｣･を開催し,保護者や地域住民とともに,その

時点での授業や事業の様子,それまでの調査の結果,いじめ不登校問題の実態などにつ

いて説明した｡

･⑥ 結果説明については,年度末に春と同じくパンフレットを作成し,全戸に配布した｡｢教

育のまとめ｣とし,主な事業の 1年間の取組みの内容や様子と,目標の達成程度や課題

などを示し,併せて改汚策を威せるようにした｡さらに,｢教fT'を誹る会｣と銘打って,

その冊子やプレゼンテーションをもとに保護者や地域住民とともに語り合った｡

(2)学校を開く

それまでに ｢学校を聞く｣ 'lf･業として進めてきたことを総合的に抽 llIIし,1.再売尖させ

るよう改善を試みた｡｢ひだまりプロジェクト｣である｡校長の方針について,まず教頭

が骨づくりをやり,教務主任が肉づけをするという形にした｡実践化については学校と地

域住民,さらに保護者と子どもの代表から成る ｢プロジェクト実行委員会｣を設け,推進

役とした｡(資料3参照)

この計画を新潟市 ｢オンリーワンスクール事業｣公募に提出し,選考を経て指定を受け

ることができた,.学校改革の目指すところである ｢学校と地域とともに子どもを育てる｣

ための取組みになっている点が評価されたと考えている｡柱はGつである｡

①地域防災訓練 :地震を想定した地域と学校の協働の防災訓練である｡これまで地域防輿

として連合町内会が進めてきた訓練と学校の避難訓練を結び,さらに保護者も参加する

総合的な内容となっている｡

④触れ合いの庭づくり:学校の前庭は緑濃い木々が多く森のようになっていて,しかも町

内の通りに持している｡子どもたちの大好きな庭である｡学校の自慢だが,不審者対策

として心配な面もある.〕そこで,地域に庭をもっと開き,地域住民と子どもたちが気楽
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《資料2》
学校評価PDCAの全体計画 新潟市立強淵小学校

PD CAサ イ ク ル 公表･鮫明･公桝
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橋本 教卓改･Jlll,肌二おける日T･の役'刑

に,活猫 こ触れ合う庭にできないかと考えた｡住艮の皆さんの多くの矧[']を得て,触れ
合いの庭づくりが始まった｡実行委員会の手で子どもたちの声を生かしながら進める活

動として充実させることがねらいである｡住民の関心が高まってきている｡

④地域クリーン作戦 :町内会ごとに地域住民と子どもたちが作戦の内容を話し合うという

ところにポイントがある｡どこの雑草をとるか,ゴミ拾いをするかどうかなど,きちん

とした子どもの進行の下で話し合い,決定したことを協働で実行する｡この話合いや実

践活動での住民 ･大人と子どものかかわり合いに意義がある｡

④子ども議会 :主として ｢触れ合いの庭づくり｣に関する話合いである｡子ども代表 (高

学年全員),保護者代表 (PTA役員),地域住民代表 (町内会役員,民生委員,学校評

議員等),学校代表が,閉会中の ｢県庁 ･県議会議場｣や ｢市役所 ･市議会議場｣を借

りて開催する｡学校の特色ある活動として自他ともに認めるものになってきている｡議

場の'/;.j明気に('iけることなく議論し,決議を出し,活動を進めている.大人側の ｢子ど

もを 一人前に扱いながら指導する｣加減が上達しているように思う0

④文化フェスティバル :地域人材 (人財)を活用した文化活動の取組みである｡文化祭の

日に,作品展示やバザーのほか,人財が子どもたちのために昔の遊び,絵画指導.読み

聞かせ,ダンスなど6つのブース,さらに近くの高校生の出張授業などがある｡子ども

たちと住民が文化を通して楽しくかかわり含うところに意義がある0

④学びのフェスティバル :地域人財による授業への ｢参画｣である｡計画段階から,学級

抑任と協働して授業づくりに取り組み,人財ならではの内容と効果のあるTT指導を模
索する｡ソプラノ歌手と協働の苦楽,弁護士との法律授業,医師との腸 ･うんちの授業

など全学級が実施する｡教師の人財発掘力,コーディネートカも鍛えられる｡

3.教務主任の業務

教務主任の業務を ｢自分が動く｣と ｢保護者,住民を動かす｣｢子どもを動かす｣に整

理してみた｡また,教育改革に関して ｢作る｣という視点から,｢ひとを開く｣｢ひとを

生かす｣｢活動を創る｣の枠削みでまとめてみた｡図を示すだけで,一説別を割愛する.(質

料4)

4.令.教務主任に求められている汽frJff･能力と別状の難しさ

教育改革期の今,これが求められると考えるをあげてみる｡それは,学校の現状を前に

なかなか困難な壁にぶつかるときに,どう発揮されるかが問題となる｡

① カリキュラム･マネジメント

指導計画をしっかりセット (全体計画,年間指導計画,評価規準 ･規準)で作成す

る力｡,学校をあげる取り組む作業となる｡しかし,総力をあげて作っても,その後の
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《資料3》
鏡淵小学校オンリーワンスクール ロジェクド
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㊨ tt-

㊨ 九でも州

4着協働参酉型体験活動

支援が必要な人に

開かれた活動

外⑭ - - 叱 参酉型ム- 壷校--=Jt,,((IAill･r
Ji.

Ll､ヨスJl対応7)地域にるみの防災事業

二ol5繊 J静やST/Ì碁敵〝LJBeJqgですソ
責を想定した地域と協働の防災訓練です｡手ども0引き

｡(9月8日)

域の方々と子どもがふれ合う前庭づくり､rハ･}

ガ-.-デンプロジェクトJを進めます｡
域の方々と話し合い､決まったことに基づいて

地域のごみ据いや草放りを協働で行います｡

｢ .. ム 県溝相鉄会議場や県政記念館にて､地域の方々.保証者.教職
子 とも綿削_腎 表と子どもが防災訓練や鼻づくりについて誌諭します.
r文化フエスティJ{)レ｣ 昼 芸誓 言慧雷宣誓 諾 警 崇 誓 子ら4%BO,a

高段肘かも､地域人肘と学級也任が協働して軽業に

中和lみ､TTで長葉を行います｡ (12月3日)

必摩物方々.僻 ･夢…と虎著者fr*かさC3
j'yk'SfjjFjfEAFT?Jd7zZ3Fr外書打つ抑 T.
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謄本 教育改J=け｣における 日T:の役'.iirl

活用段階では ｢?｣のわく状況になりやすい｡

二｢特色あるカリキュラム｣なら研究会体制が必要となる｡教育課程である以上,知･徳･

体のバランスのある向上プロジェクトが求められる｡しかし,今は ｢学力が上がって

なんば｣の時代になった｡学力に大きく傾いている｡

② PDCAシステムの活用力(1)

し ｢教育計画の作成,実施,反省,改善｣を進めるに当たって,学校評価に関する企画

力,表現力 ･説明力,実践力,解釈力 ･分析力が求められる｡大変なエネルギーと時

間がい る｡分析,公表までで息が切れてしまい,｢改善｣に届きにくい｡

｣外部評価,第三者評価をやって,さて,学校は元気が出るのだろうか.

(参 PDCAシステムの活用力(2)

､･各分掌担当が進める個々の事業についても ｢活動の計画作成,実施,反省,改善｣

が求められるが,押通はそこまで求めない｡病人が出そうだからである｡が,ほんと

は,やれたらやってほしい｡活動の質は高まる｡しかし,多忙感が壁になる｡

④ ｢ひと･もの ･時間 ･場所｣のコーディネー ト
'｢ひとのコーディネートが難しい｡よく動いてくれるPTA役員,保護者,地域住民と

のネットワークづくりが大切だ｡コーディネートしてくれる人財を探すとよい｡

弓;職員を目標に向けて統合していく力も求められる｡生じた問題に主任,スタッフを生

かして対応できるかだ｡主任を通してチームワークづくりをするとよい｡

､Jもの,時閥,場所は日分でフットワーク怪くやる｡

(9 実務処理能力

rT,ものがよく整理され,他人でもわかりすぐ出せるというようになっているか,,

L,･提出締切りに間に合うか｡といっても杓子定規だと困る｡血の通う厳しさがよい｡

･欲張るなら,文書を ｢行政向け｣｢校内教員向け｣｢校外教員向け｣｢家庭 ･地域向け｣
に分け,適切で正しく作成する力があると素晴らしいと思う｡

⑥ 指導九 助言九 相談したくなる包容九 その気にさせる力

⑦ 以上に,こんな学校をつくるという志と構想力,危機管理力が加われば,もう管理職

である｡

終わりに

前回の指導要領改一汀時,′､作者は新教育髄裾勘当の指導主'JFだった｡多くのJli/:校を恒博 ,

当時の目玉 ｢総合的な学習の時間｣の導入について話し,指導計画づくりの開始と勇気あ

る最初の実践を求めたo進む学校と進みにくい学校に分かれた.中学校ではっきりしたこ

とがある｡,校長がその気になっていても進みにくいという学校に共通点があった0

教務主任の違いである｡｢いい教務主任がいるかどうか｣である｡その役をこなせる者

がいればそれでもいい.人と仕事を調整し,学年 ･教科の壁をとるO時間表を工夫し,時
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間を生み出す｡職員をまとめ.背中を押す｡指導計画のひな形を打ち出す｡なかなか大変

である｡しかし,やる人はやった｡そういう教務主任がいると,学校が動くのだった｡

今も,そういう時期に入っているのではないか｡

《資料4》
20.6129義務主任の霊暮

橋本 定男
業務-鶴 ｢動く｣

l 鼻を動かす 保雄者.
.敷膏は程(控集,行雷.緒箔h).聞遭突抜く教粍)の計歯､実践

- ○日々 (日常的教胃活動.E]常的聞遭実携)の遭絹.調整

.○相席マネージメント(PDCA.学校評価)の計廟.実践.雷 後 住 民 を 動か す手 と:も を

III ○去餅.会合の設岩.il艶.処津.全校にBtlわる主要事項への 対 応○家庭PTA.地域.教委.潤関.中.近隣校t遭携､遭絹.調 整
I ○学校課粗.いじめ.不登校.特BJJ支溝.危機曽理等の遭描､Lql整

IIIIIllIIlIII 学校行雷(入学式.卒禦式)圭校朋会など- h か す

出張揮撫動きA;起業.計髄作成.説明.実践化リード.dL接 遭 塞､■ 後 処 理
動きB;遭描.調整.場.時間の設塞.蝉償.遭岩.事 後処 理

動きC;文書作成.印刷.配布.保t.点検.処理.資 料筆 欄 .柑記録化.擢出物,動かす貴液ひと ひと動き･保隷書 .教職轟･PTA .大き目の 正規

I ′ /

I 住民 ･椿事簾 介励員Il ･民望 ･授業 支溝{I 児*委 ･課鴇対応 ･ボラン
･自治会長 プロジェクト ティア

数触羊に親臨.学校評欝轟暮 等々l19,ONfEB,_,_.J′_′ ′_._′_′ ･イベント(研究会)等々 ･# 等々｢作る｣/一一l′/-′.一一一一'′ ′

＼I ①コール標示 到遭目標 大決め事簾の ＼I PDCA起業 マネージメント

lヽ ②外部評価 評由アンケ- 企画 ＼l･到遭目標 くPDCA)刀

IヽヽIヽtヽt 公開で評価 結果公表 蝉傭 .遭艶 IヽヽI ･砧黒 をl一<

⑳帝t廟の欝h'会 語る蓋 PDCA起業 計iB改善

∫ l i I

㊨コミ協会長戦術 .推近菩(核) ･担当者(核) Iヽ ･全員招集 重圧中心でなく

Iヽ ◎住民､職員 .実行委{会 丁検討.打合会 Iヽ ･個人テーマ ｢自己責任｣の

lヽ 手とも打合,協働 .手どもとの6)問粗は相恥で 打合会,対策会 ･子t:もJL会･亨の Iステイ Iヽ ･有志検討会･全体協夢会 企由一人中心でなく

IヽヽlヽIヽI IヽヽI

⑦控集鯵由 .住民鯵曲康集 JVレ ･住民TT撰集 チームで検討

∫ L i

◎全戸配布 .パンフL/9)卜 ヽ･説明パンフ l ･各担当に 教換主任の

1i ◎よい所の強購 .たより .HP ヽ檀,5.原葉 l 内容の整理 肋富力

Iヽ ⑲刻々の発傷 .インフォメ ･fB当苔の会合 i tI天を 表現I天

Iヽヽ一-′ シヨン ◆起業,改善 i 求める Fa取り力
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